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平成 29 年度 全国安全週間を展開します 

― 死亡労働災害撲滅を主眼に島根労働局長が安全パトロールを実施します ― 
 

 

担 
 
 
当 

労働基準部 健康安全課 
 健康安全課長  鷹中 康博 
 主任産業安全専門官  藤原 淳一 
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島根労働局 

厚生労働省 

１ 全国安全週間の目的 

   全国安全週間は、「産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般

の安全意識の高揚と安全活動の定着を図ること」を目的に、昭和３年に初めて全

国規模で実施されて以来、一度も中断することなく続けられ、本年で 90 回目を

迎えます。 

 

２ 全国安全週間の期間 

   本週間は７月１日～７月７日（準備期間：６月１日～６月 30 日） 

 

３  29 年度のスローガン 

   「組織で進める安全管理 みんなで取り組む安全活動 

          未来へつなげよう安全文化」 

 

４  島根労働局の主な取組 

  ①  島根労働局長（浅野 茂充：あさの しげみつ）が松江市内の建設現場、労働

基準部長（高橋 秀寿：たかはし ひでひさ）が出雲市内の産業廃棄物施設の安

全パトロールを実施して、労働災害防止対策の徹底と職場での安全意識の向上

を呼びかけます。（７月３日に実施予定：報道各社の同行取材可） 
 

②「全国安全週間」及び「熱中症予防対策」等のリーフレットを労働災害団体を

はじめ関係機関へ配布します。 
 
③ 労働災害が発生した事業場に対し、再発防止対策を促す文書を送付します。 
 
④ 国、県等の関係機関・団体等に対し、安全週間の取組と周知の協力を要請し

ます。 
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全国安全週間中の取組内容 
   島根労働局管内の労働災害は長期的に減少しており、平成 28 年は休業４日以上

の死傷災害は 689 人で２年連続で最少となったものの、死亡災害は３人増加し 8
人の尊い命が失われています。 

  また、本年に入り５月 19 日時点で既に３件（前年同期３件、前年全数８件）の

死亡災害が発生しています。休業４日以上の死傷災害は、４月末時点で対前年同月

比で 21.2%増加しています。以上のことから、本週間及び準備期間を契機とし、

産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全

活動の定着を図ります。 
 
○島根労働局長安全パトロールの実施（報道各社の同行取材可） 
  【建設業】 
   日  時：平成 29 年７月３日（月）９時 30 分～ 
   事業場名：株式会社鴻池組山陰支店 
   工事名称：アルファスマート北田町新築工事 
   所 在 地：松江市北田町 266 
 
○労働基準部長安全パトロールの実施（報道各社の同行取材可） 
  【産業廃棄物施設】 

日  時：平成 29 年７月３日（月）９時 30 分～ 
     事業場名：未定 

所 在 地：未定 
 
※安全パトロール当日の詳細なタイムスケジュール等が決まり次第、別途お知

らせいたします。 
 
○リーフレットの配布 
  本週間及び準備期間中に、産業界での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く

一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図るため、労働災害防止団体及び地方公

共団体等へ、全国安全週間のリーフレット等（別添）を配布します。 
 
○労働災害が発生した事業場に対する文書要請 
 平成 28 年中に労働災害を発生させた事業場のうち、本年に入り災害が増加した

業種（社会福祉施設、道路貨物運送業及び小売業）の事業主に対し、事業主が率先

して労働災害防止に向けた実効ある安全管理活動を計画・実行するよう文書で要請

します。 
 


